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１．はじめに

　青年期における現代の高校生が直面する課題は多岐に
わたる。まず，義務教育段階にはない単位修得や進級，
進学のための学業成績におけるプレッシャーがあり，ス
トレスを感じる生徒は多い。また，友人関係の悩みも深
刻であり，友達とのトラブルや孤立感，いじめなども精

神的な負担となり得る。さらには，家庭内の問題も無視
できない。保護者とのコミュニケーションがうまくいか
ず，自分が理解されないと感じることがあると，将来へ
の不安も大きくなり，高校卒業後の進路選択や職業選び
に自信が持てず，自己肯定感を低下させることがある。
これらの問題に対処するためには，教員を含む信頼でき
る大人や，スクールカウンセラー・スクールソーシャル
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ワーカーといった専門職支援者等に相談することが有用
である（竹達・橋本他，2022）。一方で，心理学に関連
する学びを通して，俯瞰的に自分自身を見つめることで，
安心感をもって成長できる精神的環境を整えることも必
要である。心理学を通して自分自身と向き合うことは，
青年期を乗り越える上で一つの有用な方策であるとされ
る（高木・安藤他，2020）。
　現在の高等学校では， ADHD・LD・ASD等の発達障害
のある生徒，義務教育段階まで通級・教育相談室に通っ
ていた生徒，適応障害・気分障害・摂食障害・場面緘黙
症・不安症等によって心療内科に通院している生徒等，
実に多様な生徒が在籍していることから，高等学校にお
いても生徒各人の実態に合わせた教育的支援を実践して
いくことが求められている（竹達・橋本他，2023）。その
中でも発達障害に着目してみると，文部科学省（2022）
は高等学校における発達障害の可能性のある生徒の在
籍率を約 2.2％と報告している。さらに東京都教育委員
会（2024）は，都立学校における発達障害のある生徒に
ついて3.4％の在籍率を示し，その内訳は全日制課程で
2.5％・定時制課程で14.3％と示した。課程による在籍率
の差はあるものの，いずれも一定の割合で在籍している。
東京都教育委員会は，これまで東京都特別支援教育推進
計画（2004年）や東京都発達障害教育推進計画（2016）
などの取り組みにより，発達障害のある生徒への指導や
支援体制を拡充してはいるが，一方で生徒自身の主体的
な学びにより，生徒自身の精神的環境を整えるような取
り組みを実施している高校は少ない。
　文部科学省（1999）告示の高等学校学習指導要領では，
学校裁量で既存の教科のもとに新たに学校設定科目を設
けることが可能とされた。同学習指導要領では学校設定
科目の名称，目標，内容，単位数等についてはその科目
の属する教科の目標に基づき，各学校の定めるところに
よるとしている。この結果，教科『公民』中で学校設定
科目として心理学入門などが開設されるようになった。そ
の中で特に推進役となったのが単位制を原則とする総合
学科をもつ高等学校である（仁平・高橋，2011）。今日
では，日本心理学会のホームページにおいて，高校生向
けに心理学を紹介しており，表1のように 高等学校の教
科・科目と心理学に関わる内容を例示している（日本心
理学会ホームページより作成）。
　文部科学省（2018）において新設された公民科目
の『公共』では，青年期の様々な問題を取り上げて，家
族，学校，地域，社会との関わりのなかで，人々が協力
して生きていくためにはどのようにしたらよいかを考え
る。ここで学ぶことは，発達心理学，青年心理学，社会
心理学に関わっている。さらに公民科の発展的科目であ

る『倫理』では，心理学の基礎的な分野である，感情，
認知，発達，個性などに着目して，自分というものを考
えて成長していくために，人間の心の在り方について理
解を深め，人間がどのように感じ，学び，考え，行動し，
発達するか，そこにはどのような一人ひとりの違いがあ
るのか，心の仕組みと成り立ちについて学ぶ（感情心理
学，認知心理学，発達心理学，パーソナリティ心理学等
に関連する）。具体的に『倫理』で扱う内容として，①青
年期の定義・②身体的特徴（第二次性徴の出現）・③心
理的特徴（自我の目覚めや自己認識の深化）④青年期を
表す言葉と人物（ルソー，ホリングワース，ビューラー，
レヴィン，エリクソン）・⑤アイデンティティの確立・⑥
対人関係の構築・⑦青年期の心理的発達（自我の発達）・
⑧葛藤と成長があり，以上の①～⑧の内容を通じて，生
徒自身が青年期の特徴や課題を理解し，自分自身の成長
について考える機会を得ることを教科目標としている。
　また，楠見（2022）は，公民科以外の教科・科目にお
いても心理学との関わりについて説明している。理科の
『生物基礎』では，人の神経系と内分泌系の働きを学び，
生理心理学の内容に関わっていると述べている。保健体
育科の『保健』は，健康であるための意思決定や，心の

表１

教科『科目』 心理学に関わる学習内容
公民科
『公共』

単元：公共的な空間を作る私たち
内容：青年期の課題など

公民科
『倫理』

単元： 現代に生きる自己の課題と人間と
しての在り方生き方

内容：個性，感情，認知，発達

理科
『生物基礎』

単元：ヒトの体の調節
内容： 神経系と内分泌系による調節・情報

伝達・体内環境の維持の仕組み
単元：生物の特徴
内容：遺伝子の特徴

保健体育科
『保健』

単元：現代社会と健康
内容： 健康の考え方・精神疾患の予防と

回復
家庭科

『家庭総合』
単元：人の一生と家族・家庭及び福祉
内容：青年期の自立と家族・家庭

情報科
『情報Ⅰ』

単元： コミュニケーションと情報デザイン
内容： 効果的なコミュニケーションを行

うための情報デザインが人や社会
に果たしている役割

数学科
『数学Ⅰ』

単元：データの分析
内容： データの散らばり・ データの相関

『総合的な探究
の時間』

探究課題として，心や行動に関するテー
マを取り上げ，研究法(質問紙法，実験法，
観察法，面接法などの方法を用いて，デー
タを集めて，統計手法を用いて分析

教育課程外
における
特別活動等

ホームルーム活動（進路指導における適
性の理解と進路決定等），生徒会活動，行
事（文化祭，体育祭等），部活動などにお
けるリーダーシップや集団問題解決など
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健康や精神疾患，さまざまな危険を避けるために必要な
事柄を学ぶため，臨床心理学，健康・医療心理学などの
分野の内容と関連をもっている。家庭科の『家庭総合』
では，子どもから高齢者までの人の一生と家族・家庭の
問題や，消費行動，衣食住や防災，安全・食における心
の問題が関わっている発達心理学，家族心理学との関連
を述べている。情報科の『情報 I』は，情報デザインが
人や社会に果たしている役割と人の心への影響について
も取り上げるため，社会心理学と関わっている。数学科
『数学 I』のデータの分析は，心理学の実験や調査を実
施するための基礎となる。『総合的な探究の時間』では，
自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析して，まと
め・表現する活動に取り組む。そこでは，文系・理系に
限らず，人の心や行動をテーマにして，心理学の研究法
である質問紙法，心理統計を活用する生徒もいよう。
　このように心理学は，公民科をはじめとする様々な教
科，教科外の学び，日常生活等と関わっており，学校設
定科目などで心理学に関する学びを深めることで，自分
自身と周囲にいる人たちを理解し，生徒自身がより良く
生きるための手がかりとなり得る。発達障害のある生徒
や精神疾患のある生徒等が，心理学を通して自分自身の
学びにより，俯瞰的に自分自身を見つめることで，安心
して成長できる精神的環境を整えることは，困難な青年
期を乗り越える上で有用な方策であると筆者は考える。
そこで本研究では，東京都教育委員会（2024）が示した，
都立学校定時制課程における発達障害のある生徒の在籍
率（14.3％）に着目し，学びなおしを中心とする学校群
（エンカレッジスクール・チャレンジスクール・定時制課
程）において，教育課程表に心理学に関連する科目が設
置されているか調査を実施する。そして，今後の高等学
校の教育課程において，発達障害のある生徒を含む特別
な教育的支援が必要な生徒への適切な支援や教科指導方
法・教育課程のあり方について，その視座を得ることを
発展的な目的とする。

２．方法

２．１　調査対象
　東京都立高等学校197校のうち，学びなおしを主とす
る学校群を調査対象とした。まず①エンカレッジスクー
ル6校，チャレンジスクール7校の教育課程に心理学に
関連する科目が設置されているかを調査した。次に②定
時制課程（学年制・夜間）36校，定時制課程（単位制・
昼夜間）12校，定時制課程（単位制・夜間）5校の教育
課程に心理学に関連する科目が設置されているかを調査
した。さらに仁平・高橋（2011）が調査を実施し③総合

学科16校の教育課程に心理学に関連する科目が継続し
て設置されているかを再調査した。本調査では①・②・
③の計82校（重複含む）を調査対象とした。

２．２　調査内容
　各高等学校のホームページおよび学校紹介パンフレッ
トから教育課程表を閲覧し，心理学に関連すると思われ
る科目の設置状況について調査した。

３．結果

３．１　�エンカレッジスクール・チャレンジスクールに
おける心理学関連科目の設置状況

　調査の結果，エンカレッジスクール6校，チャレンジ
スクール7校の教育課程において，心理学に関連する科
目は設置されていなかった。しかしながら，自己管理能
力の定着を目指し，独自に作成した教材を活用する授業
『セルフマネジメント』を1年次・2年次・3年次に1単
位ずつ設置しているエンカレッジスクールがあった（秋
留台高校ホームページより）。また生徒の不安を少しで
も減らして，学校に通える土台を整えることを重要視し，
4月当初に教科横断型授業として『交流プログラム』を
導入しているチャレンジスクールがあった（小台橋高校
ホームページより）。交流プログラムとは，学ぶ意義や思
考法に発想法，対人コミュニケーション，傾聴スキルな
どを9日間連続で入学当初に体験するプログラムである。
教材は教員の手作りで教科に関係なく教員全員がプログ
ラムを受け持つという。自己の適性の理解・グループエ
ンカウンター・アンガーマネジメント・傾聴トレーニン
グ・価値観の違い・SOSの出し方（支援要請）・マインド
マップの作成等を実施している。これらの取り組みの詳
細な調査は今後の課題としたい。

３．２　定時制課程における心理学関連科目の設置状況
　調査の結果，定時制課程（学年制・夜間）36校，定時
制課程（単位制・昼夜間）12校，定時制課程（単位制・
夜間）5校，計53校の教育課程において，心理学に関連
する科目は設置されていなかった。

３．３　総合学科における心理学関連科目の設置状況
　調査の結果，総合学科16校の教育課程において心理
学に関連する科目を設置しているのは5校であった。仁
平・高橋（2011）が調査を実施した時点と比較し3減 1
増であった。総合学科における心理学関連科目の設置状
況は，以下の表 2の通りである。
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　次に表 2における各高等学校が設置している心理学関
連科目の教育目標を以下の表 3（仁平・高橋，2011，各
校ホームページおよび学校紹介パンフレットから入手で
きたものに限る）に示す。
　若葉総合高等学校の『カウンセリング入門』のシラバ
スにある内容を具体的にみていくと，臨床心理学領域に
重きを置いたカリキュラムになっている。たとえば，認
知行動療法，構成的グループエンカウンター，アサーショ
ントレーニング，ソーシャルスキルトレーニング，ロール
プレイングなどの理論と手法について年間を通して実践
している。この高校は仁平・高橋（2011）が調査した時
と同様に今でも臨床心理士を市民講師として招き開講し
ている。一方で，現在は設置されていないが，仁平・高
橋（2011）の報告によると，青梅総合高等学校の『心理
学入門』の授業は，孟子の性善説と荀子の性悪説，青年
期の意義と課題，フロイト・ユング・アドラー・エリク
ソン等の心理学者を扱い，精神分析学の系譜の比重が大
きい内容を実施していた。これは倫理のほとんどの教科
書で扱う心理学に関連する内容である。当時の科目担当
者は倫理担当教員であったとされる。このように学校や
授業担当者により，心理学関連科目の学習内容は異なっ
たものであることがわかる。

４．考察

４．１　高等学校における心理学教育
　東京都教育委員会（2024）が示した，都立学校定時制
課程における発達障害のある生徒の在籍率（14.3％）に
着目し，学びなおしを中心とする学校群（エンカレッジ
スクール・チャレンジスクール・定時制課程）において，
学校ごとの教育課程表に心理学に関連する科目が設置さ
れているか調査を実施したが，ほとんどの学校において
心理学関連科目は設置されていなかった。
　学校設定科目は，学校独自の特色ある教育課程の編成
を可能にするため，心理学教育科目が設置されていたと
しても，学校ごとに異なる内容の心理学教育につながっ
ているといえる。高校生への心理学教育の標準をどのよ
うに考えるべきかについては，各心理学会と連携し検討
していくことが必要であろう。楠（2022）は，高等学校
において，心理学を教科横断的に幅広く学ぶことができ
るような手引きが必要であると述べている。また科学的
心理学を社会生活と結びつけて体系的に学ぶことができ
るような新科目「心理学」を構想している。楠見（2010）
は，いずれの進路の生徒（将来大学に進み心理学を学ぶ

表２ 表３

高校名 『設置科目』

東京都立
若葉総合高等学校

『心理入門』
2・3年次総合選択科目
『カウンセリング入門』
3年次総合選択科目

東京都立
世田谷総合高等学校

『心理学入門』
3年次総合選択科目

東京都立
町田総合高等学校

『心理』
2・3年次総合選択科目

東京都立
杉並総合高等学校

『心理学入門』
2・3年次総合選択科目

東京都立
青梅総合高等学校

現在設置されていない
仁平・高橋（2011）調査では『心
理学入門』が設置されていた

東京都立
晴海総合高等学校

現在設置されていない
仁平・高橋（2011）調査では『心
理学基礎』が設置されていた

東京都立
東久留米総合高等学校

現在設置されていない
仁平・高橋（2011）調査では『心
理学入門』が設置されていた

東京都立
王子総合高等学校

『心理学』
2・3年次総合選択科目
仁平・高橋（2011）調査では設置
されておらず新たに設置された

高校名『設置科目』 科目の目標
東京都立

若葉総合高等学校
『心理入門』

心理学という学問の基本的な考
え方や，研究方法，学問成立の
背景などを理解する。

東京都立
若葉総合高等学校

『カウンセリング入門』

心理学の基本的な考え方，研究
方法，学問成立の背景などを理
解し，カウンセリングの手法に触
れ，他者に対して「自主的，援
助的」に関わる方法を学ぶ。

東京都立
世田谷総合高等学校
『心理学入門』

心理学の基礎知識の習得を目標
とする。理論的な学習にとどまら
ず，社会でどのように活用されて
いるか更に自己理解や他者理解
にどのように生かすかについて演
習を交えながら体験的な理解を
目指す。

杉東京都立
杉並総合高等学校
『心理学入門』

①心理学の基礎的な内容に触れ
る。知識を学ぶ。②心理的知識
を日常生活に応用，活用する方
法を知る。③自分についての理
解を深める。

東京都立
青梅総合高等学校
『心理学入門』

青年期は，疾風怒濤の時代と言わ
れるように感情の起伏や変化が激
しい時期である。強い自我意識や
劣等感と優越感との混乱と動揺の
中で自己を構築し，アイデンティ
ティを確立していかなければなら
ない。青年期の精神的心理的諸問
題を取り上げながら，自分のここ
ろと向き合い，自分の生き方を考
えさせたい。
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生徒，進学はするが心理学を専門としない生徒，進学を
しないで社会に出る生徒）に対しても共通して伝えらえ
る内容として，市民生活に必要な心理学リテラシー（基
本的な心理学用語・心理学の科学的手法の理解・心に係
るサービス・教育，福祉，メディアなどに関する理解と
行動）を挙げ，高校や学級の特徴に基づいて実施してい
く必要があると述べている。また大学等へ進学をする生
徒に対しては，心理学教育の高大接続を踏まえて，発展
的内容を工夫する必要があるとしている。市川（2002）
は，大学にて心理学を学ぶためには，心理学全体につい
ての俯瞰図を与え心理学をさらに広く深く学習したいと
いうモチベーションを喚起することが必要であるとして
いる。

４．２　�青年期をむかえる発達障害のある生徒にむけて
の心理学教育

　高等学校における発達障害のある生徒を取り巻く環境
として，成績評価や単位認定への配慮の欠落（内野・高
橋，2006），発達障害に対する教員の学ぶ機会の少なさ
（田口・橋本，2015），学び直しを主とする学校群におけ
る生徒の多様な問題（田口・橋本他，2009；三浦・枡他，
2017）等が指摘されており，義務教育段階と比べ高等学
校の教員の発達障害に関する理解や教育支援は十分であ
るとは言い難い。また竹達・橋本他（2023）は，修学上
の不器用さ（ADHD様の困難さ・LD様の困難さ）因子
が，肯定アサーション・適切な話し方・放棄諦め・肯定
的解釈・計画立案・責任転嫁因子によって有意に予測さ
れることを示し，また友人関係を築くことの困難さ（ASD
様の困難さ）因子も，肯定アサーション・適切な話し方・
支援要請・放棄諦め・計画立案・責任転嫁・気晴らし因
子によって有意に予測されることを示した。小林・橋本・
松尾（2008）は，ADHDの生徒の生活面における集中力
の劣位が学習面に悪影響を及ぼしていることを示してお
り，酒井・設楽他（2014）はASDの生徒の対人関係にお
ける問題が気分障害や不安障害へと二次障害化するリス
クの高さについて報告している。さらに，竹達・橋本他
（2022）は，発達障害のある生徒たちに対し適切な教育
的支援が行われない場合，ADHD様の困難さ・LD様の
困難さのある生徒は単位未修得となる傾向を示し，同様
にASD様の困難さのある生徒は単位未履修となる傾向を
示した。加えてASD様の困難さのある生徒は単位未履修
による転退学だけにとどまらず，二次障害化してしまう
可能性を示している。
　すなわち，青年期を迎える発達障害のある生徒に対す
る心理学教育は，彼らの成長と社会適応において非常に
有効であると考える。まず，心理学教育は自己理解を深

める手助けとなり，自分の特性や行動の理由を理解する
ことで，自己肯定感を高めることができる。これにより，
自己受容が進み，精神的な安定が得られやすくなる。ま
た，心理学教育は対人関係のスキル向上にも寄与する。
例えばASD傾向にある生徒は，社会的なスキルやコミュ
ニケーション能力に課題を抱えることが多いが，心理学
の知識を通じて他者の感情や行動を理解する力を養うこ
とで，友人関係の構築や維持することが可能になると孤
立感の軽減につながる。さらに，心理学教育は問題解決
能力の向上にも役立つ。発達障害のある生徒が，ストレ
スや困難な状況に直面した際の適切な対処法を学ぶこと
で，二次障害の発生を防ぐことができる。例えば，認知
行動療法の基本的な概念を学ぶことで，ネガティブな思
考パターンを修正し，ポジティブな行動を促進すること
が可能となり得る。心理学教育における自己理解と対人
スキルの向上は，将来のキャリア形成にも資することが
できるため，職業選択や職場での適応において重要な要
素となる。生徒自身が自分の強みと弱みを理解し，それ
に基づいたキャリアプランを立てることで，より充実し
た青年期を送ることができる。このように，心理学教育
は多方面で有益であり，健全な発達と社会適応を支援す
る重要な手段となり得る。

５．まとめ

　現行の高等学校学習指導要領において，心理学は教
科・科目として設定されていないことから，大学等に進
学してから学ぶ学問として位置づけられている。しかし，
一部の教科・科目で心理学に関連する内容が取り上げら
れているとともに，学校設定科目として教育課程に心理
学教育を独自に設置している高等学校がある。東京都立
高校を調査した結果，総合学科16校中5校が心理学教
育に関わる学校設定科目を設置しており，臨床心理学や
カウンセリングを科目内容としている学校があった。
　現在の高等学校では，発達障害のある生徒，精神疾患
のある生徒等，学校生活において困難さをかかえて生活
している生徒がいることから，生徒の実態に合わせた教
育的支援が求められている。一方で，生徒自身が自ら主
体的に学ぶことにより，俯瞰的に自分自身を見つめるこ
とで，安心して成長できる精神的環境を整えることも必
要であり，青年期の困難さを乗り越える上で心理学教育
は一つの方策として期待できる。
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